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要 旨   

近年、インターネットで配信される情報で、子どもたちが犯罪被害に巻き込まれる事件が起き  

ている。本調査研究は、子どもが特定の情報に接触することにより、社会規範から逸脱した行動  

を呼び起こされるメカニズムを解明するために実施した－調査である。今回は、喫柿防止の教材  

ビデオを視聴する前後のタバコに関する興味の変化を調禿した。視聴後23．4％の回芥者が喫煉に  

興味を示した。  

「Wake not a sleepinglion．（眠れる獅子を  

起こすな）」などがある。   

本論文で使用する「寝た子を起こす」とい  

う言葉のモ味は、2つの忠味がある。1つは  

「過去に起きた本来望まない事態を、再度起  

こす。」という本来の意味である。もう1つは、  

「過去には起きてないが、好ましくない事態  

が起きてしまう。」という悪味でも川いてい  

る。「好ましくない事態」とは、子どもにとっ  

て好ましくない状況を指し、「利：会規範から  

逸脱した状態を引き起こす。」ことを意味し  

ている。この状悪は、入関の本能に兆づく行  

動を引き起こすことも含むこととする。   

次に「寝た丁を起こすm稚」の「情報」に  

ついて考・察してみる。ここでイ拙ける「情報」  

は、イ・どもがメディアを通して接触するm報  

という二掛昧でl批揖伽こ仕川する。   

接触する方法は様々である。形態について   

1．はじめに  

①寝た子を起こす情報の定義   

寝た子を起こす情報とは、「ようやくおさ  

まった騒ぎに、無用な手H＝ノをして、再びやっ  

かいな邪悪を引き起こすこと。また、せっかく  

忘れかけていたことを思い‖させるようなこ  

とをするたとえ。」、「（寝静まったナを起こし  

て騒がしくする悪から）静穏になったのを、  

つまらぬ事をして元の騒然たる状態にする。  

忘れかけていた串を思い‖させて、また閉篭  

を起こす。」など、過去に起きた本来望まない  

事態をもう－一・度呼び起こす意味で使用される。   

これに熱する一言葉では、「日向で蛾を立て  

る。」、「平地に波瀾を起こす。」、「波紋を投ず  

る。」などが11本語ではある。また英語では、  

「Let sleeping dogslie．（眠っている犬は寝  

かしておけ）」、「Itisillto waken sleeping  

dogs．（寝ている犬を起こすのはよくない）」、  
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分署けると大きく2つに分けられる。1つは、  

テレビやビデオなどマスメディアの方式であ  

る片方Ir可通信で提供される情報形態である。  

もう1つは、インターネットのサイトや、携  

帯電話でアクセスできるコンテンツなどの双  

方向通信で得られる情報形態である。ここ数  

年は、後者の形態のコンテンツが増加してお  

り、それに関連して子どもが巻き込まれる弔  

作・郡故が増えてきた。今後、研究を進めて  

イ‾fく上では、上記の両方の情報形態を取り扱  

うが、今回は、前者の片方向通信の1つであ  

るビデオ教材を使用して検証することとする。   

続いて子どもが接触する情報の稗類を考察  

してみる。過去にも「寝た子を起こすな」と  

表現されていた情報がいくつかある。  

・同和問題   

その1つは人株問題の情報である。部落差  

別論は、「そっとしておけば自然と差別がな  

くなる」に共づいた「寝た子をおこすな」的  

な考えは根強く残っている。1965年内閣同和  

対策審議会茶巾により、「同和問題はなくな  

らない」と次のように指摘されている。   

「（略）したがって、いかなる時代がこよ  

うと、どのように社会が変化しようと、同和  

問題が解決することは永久にありえないと考  

えるのは妥当でない。また、「寝た子をおこ  

すな」式の考えで、同和問題はこのまま放置  

しておけば社会進化にともないいつとはなく  

解消すると主張することにも同意できない。  

（略）」  

・性教育（件に関する情報）   

もう1つは性にl込Jする情報である。元来、  

「什」に関する情報は、日本ではタブーの範  

疇にあった。戦後の混乱期には、市少咋の不  

良化とリユ女の不純な交遊が問題視されている。   

「（晰）戦後の混乱の時期において、教育上  

憂慮すべき小象としてうーf少年の不山化及び明  

女の不純な交遊の川控があった。∵十川咋六  

‖にはl■j：少隼l甘控に関係のある祐省けIFりの連  

綿・調整を行い、l■f少年対策を推進するため  

の機関として、内l椚■†房に・う■f少年l廿踵対策協  

議会（後に小央うーf少年問篭協議会と改称）が  

設問された。また、純潔教育について、二十  

四年一月には「純潔教育基本要項」が発表さ  

れた。（学制百二十年史節二編第一帝≡第七  

節 社会教育の諸活動）」   

その後、日本の性教育は、1965年頃まで  

「純潔教育」が実施された。その教育対象は  

女性が中心であり、貞操を守る禿要さが、教  

えられていた。後に「純潔教育」は「性教育」  

と呼称を変える。教師は、適切な教材が無い  

時代には、「件」を教えることの難しさから  

か、「件教育」から遠ざかる傾向があった。  

また、性の閉篭は多押多様であるため、個々  

の学校によって実態を粁まえた対応が必要と  

なる。そのためか踏み込んだ対応が実施され  

ていないのが実態である。また、近年、コン  

ドームの装新方法を教えるのに当たり、教え  

方が適切でなかったと指摘される記事があっ  

た。一部では、件教育の行き過ぎを指摘する  

声もでてきている。このように「性」につい  

ては「寝た子を起こす情報」となりうる可能  

性があることが指摘されている。   

寝た子を起こす情報は、必ずしも全ての子  

どもたちにとって有害な情報とは限らず、受  

け手（子ども）によってその情報に接触した  

ときにとる態度や行動が界なる。つまり、同  

じ情報を与えても「寝た子を起こす情報」と  

受け取り社会規範から逸脱するナビもと、逸  

脱する子どもがいることになる。   

上記の考察を踏まえて本調査で使用する  

「寝た子を起こすm報」の定義を試みると以  

下のようになる。  

「その情報に接した子どもが社会規範から逸  

脱する思想及び行為を誘発する可能性がある  

惰報」。  

②本調査の目的   

イ・どもに十I■絹ほり・えた場合、どのくらいの  

割合で、本火の教育意†対とは異なる好ましく  

ない思想や行動を誘発するのかは、データと  
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（∋対象：大学牡、短大生、中門学校年203幸一  

（男性：88名、女性：111名、無回答：4名）  

③回収率：100％  

（戟実施方法：講義時に20分の調査時間を学生  

に協力してもらい設けた。約17分の喫煉防止  

ビデオ（DVD）を視聴してもらい、視聴前  

後に調査を実施した。視聴に使用したDVD  

は、社団法人日本循環器学会が企画・若作を  

持つ「今から始める喫怖防止教育」である。  

このDVDは、小学校3年・4年向けの教材か  

ら一般・大学生向けの教材まで、表現方法変  

えた4つのパートに分かれている。今回の調  

禿で使用したのは、パート4の一般・大学生  

向けのコンテンツで、「タバコか健康か、あ  

なたはどちらを運びますか」という17分の映  

像である。   

調査は、「喫件の関心調査」という目的で  

実施しており、視聴前後の映像の彩管を測定  

することは調査時には説明していない。無記  

名で実施し、喫棟群験の有無については、講  

兼及び成都とは関係ないことを説明してから  

実施している。  

⑤視聴方法：DVDプレーヤーを用意し、ビ  

デオプロジュクターで、教卒の前而のスクリー  

ンに投影した。教案の明るさは、スクリーン  

が視聴できる程度に照明を調整した。目安は  

本の字が読める程度の明るさである。音声と  

音楽は、教室の備え付けのスピーカーから出  

した。   

図1、3は、DVDのビデオの映像である。  

しては把握されていない。教育現場では、一子  

どもたちに教えると、本来と異なる解釈をし、  

社会規範から逸脱する思想や行動を起こす子  

どもたちはごく少数だが見受けられた。例え  

ば、禁煙教育をするとタバコに興味を持つ子  

どもが増えるといわれている。   

今回は、「寝た子を起こす情報」になる可  

能件があると考えられる「禁煙教育の情報」  

を掟供して、調査を行い、喫怖への興味の変  

化を測定することを目的としている。   

教育現場では、教師の目が届く粒閉で起こ  

る社会規範を逸脱する行動は、その場で指導  

と改善を行うことができる。今日は情報機器  

が発達したため、子どもが個々の情報端末  

（携帯㍍訪等）を所有しており、教師や親が  

知らない時間や場所で子どもたちが、「寝た  

子を起こす情報」に接する可能性が増加して  

おり、子どもの思想や行動の逸脱を大人が監  

視することが難しくなってきている現状があ  

る。   

その他、今何の調発とは別に「毀た子を起  

こす情報」を考察する上で目的とする事柄が  

いくつかある。1つは、どんな情報が寝た子  

を起こす情報になりうるかとう点。もう1つ  

は、寝た子を起こす情報に接したときに、社  

会規範から逸脱する思想や行動を誘発する原  

閃を解l叩し、できる限り社会規範から逸脱す  

るのをl坊ぐという点である。社会規範から逸  

脱する行動を防ぐという意味は、子どもを完  

全に監視するという意味ではない。子どもの  

成長には、逸脱する行動も必要だと考える。  

しかし、命まで布われるような申什や串故に  

は巻き込まれてはならないという意味で、監  

視が必要だと考える。子どもたちが様々な情  

報に接触する機会が増えた怖報社会において、  

メカニズムが解明されることが急務とされて  

いる。  

2．調査概要  

①日時：2006隼7JJl鋸ト20l1  

図1 メインメニュー  

■l  

■l  

lI・  
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Ⅲ．自由研究  

図2 タイトル  の調禿では、男件21．6％（19人）、女件16．2％  

（18人）と喫煉者の制令は、かなり低い結果に  

なった。  

表1喫煙本数とその割合（N＝203）  
単位：人  

喫煙本数（1日当たり）  男  女  性別NA  合計（0も）   

20本以上   3   0   7（3．4）   

10本、19本   7  10   18（8．9）   

10本末満   8  5   0   13（6．4）   

吸わない   68  93   3   】64（80．8）   

庫阿芥   0   0   1（0．5）   

◆㌦1   
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図3 教材の一場面   
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②非喫煙者の喫煙の興味   

表2は、非喫怖者のビデオ視聴前における  

喫煙欲求状態を示している。l吸いたいと思う  

と回答者が8人いる。  

その理由は、以下の通りである。   

「少し興味がある」、「なんとなく」、「以前  

に吸っていたから」、「好詩心」、「ストレスが  

たまると吸いたくなる」等の回答があった。   

表2 ビデオ視聴前の喫煙欲求（N＝164）                             単位：人  

圭ぷ．J・▼チ＿l：きニミ∴ふ甘り悪訂・ニJ  

．1ト．；■  

（ら）調査用紙記入と回収   

アンケート記入は、照明を明るくしてから  

実施した。視聴前は、記入についての説明を  

行った後に記入してもらい、全員の記入が終  

わった時を11安として上映を始めた。視聴彼  

の記入は、上映終了後に合図をしてから記入  

してもらい、全体が終わるのを確認してから  

回収した。記入時閃は、視聴前視聴後とも1  

分前後であった。  

3．ビデオ視聴前の調査結果   

ビデオ視聴前の調査結果は、喫煙防止ビデ  

オ視聴前の朋奔結果を示してい る。撮初に学  

生の喫柵状況について、概観してみる。  

①喫煙本数とその割合   

末1では、介休の80．8％が現在は喫炸して  

いない（非喫燻者）という紙果がでた。捏旺  

労働省の平成15年度国民健康・栄養調査によ  

ると、Il本人の20歳↑29歳までの喫燻・粁の刑  

介は、リユ什58．9％、女件24．2％になる。今回  

喫煙欲求   男  女  性別NA  合計（％）   

吸いたいと思う   7   0   8（3．9）   

吸いたいと思わない  63  8ノl   3   150（73．9）   

樫阿答   4   2   0   6（3．0）   

（卦喫煙者の禁煙願望   

表3は、ビデオ視聴前のタバコを止めたい  

禁煙願誓がある喫煙者の数を示している。   

表3 喫煙者の禁煙願望（N＝38）                             単位：人  

喫棟本牧（1日当たり）  男  女  特別Y∧  合言十（0ら）   

20本以上   2  3   0   5（2．5）   

10本、19本   5   0   9（4．4）   

10本末浦   2  3   0   13（6．4）   

樫阿芥   0   0   】（0．5）  

衷3と衣1を参照すると以－「の人数の喫煙  

者が禁煙したいと考・え ている。  

・1l‾1に20本以上吸う喫燻者は7人小5人  

・1Ⅰ一IlO本、19本吸う喫柵署は18人「い9人  

・1r110本末捕l吸う喫燻・昔は13人中13人   
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1FIの喫棟木敢が少ない阿答者程、禁柿し  

たいという願望は㍍くなる傾向がある。本数  

が多い喫煙者は、喫燻を正当化する阿芥が多  

い。  

④環境の影響   

表4－1、8は、周囲に喫柿者がいるかどう  

かを示している。  

表4－11日20本以上吸う回答者の家族の   
喫煙率（N＝7）  単位：人  

表4－51日10本未満吸う回答者の家族の   

喫煙率（N＝13）  単位：人  

環  境   男  女  件別N∧  合計（％）   

家族に喫棟者がいる  5  4  0   9（69．2）   

家族に喫煙者がいない  3    0   4（30．8）   

無阿答   0  0  0   0（0．0）   

表4－61日10本末満吸う回答者の友人の   

喫煙率（N＝13）  蝿二人  

環  境   男  女  性別NA  合計（％）   

友人に喫煙者がいる  8  5  0  13（100．0）   

友達に喫煙者がいない  0  0  0   0（0．0）   

環回答   0  0  0   0（0．0）  

環  境   男  女  性別NA  合計（％）   

家族に喫情者がいる  4    0   5（71．4）   

家族に喫煙者がいない  0  2  0   2（28．6）   

無回答   0  0  0   0（0．0）   

表4－5からは、1日10本末満吸う回答者の  

家族の喫煙率は、69．2％である。表4－6から  

は、友人の喫席牢は、100．0％であることが  

分かる。   

表4－7 非喫煙者の家族の喫煙率（N＝164）  

■位：人  

表4－21日20本以上吸う回答者の友人の   
喫煙率（N＝7）  単位：人  

環  境   男  女  性別NA  合計（％）   

友達に喫煙者がいる  1  3  0  7（100．0）   

友達に喫儒者がいない  0  0  0  0（0．0）   

簗同省   0  0  0  0（0．0）  

表4－1からは、1日20本以上吸う回答者の  

家族の喫煙率は、71．4％である。表4－2から  

は、友人の喫煙率は、100．0％であることが  

わかる。   

表4－31日10本～19本項う回答者の家族の   
喫煙率（N＝18）  単位‥人  

環  境   男  女  性別NA  合計（％）   

家族に喫煙者がいる  10  53  l  94（57．3）   

家族に喫煙者がいない  28  10  2  70（42．7）   

策回芥   0  0  0   0（0．0）   

表4－8 非喫煙者の友人の喫煙率（N＝164）  

単位：人  

環  境   男  女  性別N．へ  合計（qも）   

家族に喫煙者がいる  3  6  10（55．6）   

家族に喫煙者がいない  3  4  0   7（3乳9）   

撫回芥   0  0   l（5．6）   

環  項・   男  女  性別N∧  合計（％）   

友人に喫煙者がいる  63  78  3  1仙（87．8）   

友達に喫煙者がいない  5  13  0  18（ll．0）   

醍回答   0  2  0   2（1．2）  

表4－41日10本～19本吸う回答者の友人の   
喫煙率（N＝18）  単位＝人  

表4－7からは、非喫煙者の家族の喫棒率は、  

57，3％である。衷4－4カ、らは、友人の喫煙率  

は、87．8％であることが分かる。  

4．ビデオ視聴後の調査結果   

続いてビデオ視聴彼の調査結果を示す。  

①ビデオ視聴後にタバコを吸いたくなった人   

これは、ビデオを視聴した直接に調査川紙  

に．；己入してもらった紡果である。   

環  境   男  女  性別N人  合計（0も）   

友達に喫煙者がいる  6  10  ロ   17（94．4）   

友達に喫情者がいない  0  0  0   0（0．0）   

樫回香   0  0   1（5．6）  

衷4－3からは、1口10本、19本l吸う同芥者  

の家族の喫柵牢は、55．6％である。衣4－4か  

らは、友人の喫輔車は、94．4％であることが  

分かる。  
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煉を‾廿左する刑合が手’古くなる。  

仮説3：喫棟者は、喫煉を肯定する傾向があ  

る。  

①仮説1の検証  

表7 家族の喫煙者有無による視聴後の喫   

煙への関心度（N＝201）  単位＝人  

表5 ビデオ視聴後にタバコをI吸いたくなっ   

た回答者（N＝201）  単位＝人  

喫柿木敬（1F！当り）  思う  思わない  合計   

1日20本以上   6（85．7）  1（14．3）  7（100．0）   

1日10本、19   12（66．7）  6（33．3）  18（100．0）   

1日10本末浦   11（糾．6）  2（15．4）  13（100．0）   

吸わない   18（ll．0）  115ほ9．0）  162（100．0）   

合計   47（23．4）  15d（76．6）  20‖100．0）  

吸いたいと思う  吸いたいと ．巴わない   合計   

家族にいる   29   88  117（58．2）   

家族にいない   17   6G  83り1．3）   

碑回答   0  1（0．5）   

合計   47（23．4）  154（76．6）  201（川0．0）   

衣5は、ビデオ視聴後にタバコを吸いたく  

なった回答者の人数である。47人（23．4％）  

の回答者がタバコを吸いたくなったと回答し  

た。視聴前の調査でタバコを吸わないと回答  

した回答者も18人がタバコを吸いたくなった  

と回答している。  

②喫煙防止のビデオ等を見た経験   

表6は、小学校から高校まで過去に喫煙防  

止のビデオや映両を見た経験の布無を示して  

いる。   

表6 喫煙防止ビデオや映画を視聴した経験   

の有無（N＝197）  単位＝人  

表8 友人の喫煙者の有無による視聴後の  
喫煙への関心度（N＝201）  単位：人  

．巴わない   吸いたいと思う  吸いたいと   合計   

友人にいる   44   136  117（89．6）   

友人にいない   17  83（9．0）   

垂回答   2   1（l．5）   

合計   47（23．4）  154（76．6）  201（100．0）  

表7、表8では、回答数が一番多いのは、  

「家族に喫棟者がいるが吸いたいとは思わな  

い」、「友人に喫棟者がいるが吸いたいとは思  

わない」であった。吸いたいと思う群だけで  

比較すると、どちらも喫棟者がいる群の方が  

喫炸の関心度が高い、これは周閉の環境が喫  

煙の関心度になんらかの影響を与えていると  

考えられる。  

②仮説2の検証   

仮説2は、「家族や友人に喫棟者がいる場合、  

喫嫌を肯定する割合が高くなる。」であるが、  

喫煙者の回答を分析すると、以下のようなタ  

バコのイメージに関するl叶符あげている。  

・無駄。でもいいと思う。  

・休に恋い、環境に想い、辟済的に悪い、良   

いのはlll分の気持ちが落ち荊くだけ。  

・ストレス発散、ひまつぶし。  

・くさい？  

・病気になりやすい。l吸っていない人に迷惑   

をかけている。  

・作業効率をあげるためのもの、リラックス。   

喫情本数（1日当り）  ある   ない   合計   

1日20本以上   1（33．3）  2（66．7）  3（100．0）   

1日10本、19   14（77．8）  4（22．2）  18（100．0）   

1日10本末満   10（76．9）  3（23．1）  13（100．0）   

吸わない   130（78．9）  33（20．2）  163（100．0）   

合計   155   42  】97（100．0）  

全体の155人（78．7％）の人が過去になん  

らかの喫炸防止の教育を受けている。喫棟を  

している人が特に喫煉防止教育を受けていな  

いわけではないようである。  

5．考 察   

次のような仮説をたて、調査を実施した。  

イ反説に兆づいて検証してみる。  

仮説1：家族や友人に喫煙者がいる場合、ビ  

デオの視聴後に喫煙への興味をホす刑合  

が■l一言くなる。  

仮説2：家族や友人に喫煙者がいる場合、喫  
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・ストレス解消、IJりが取れる。ホット∴払。  

・お酒のお供に。くさい。体によくない。で   

もやめられない。  

・吸いたければ吸えばいい。  

・おいしい。  

・健康に良くない。ほっとする。かっこいい。  

・体に悪い、吸うと満ち若く、高い  

・とくになし。  
・吾がある。  

・健煉に悪いといいつつさまざまな秤類がど   

こでも打っている。そんな状態なのに禁煙   

や未成年の喫煙に対してとやかくいうのは、   

おかしい。本当は禁燻を広めたいなら販売   

を件止すべき。  

・体に悪い。怖くて、くさい。高い発ガン物   

質がある。気分がすっきりする。  

・肺がんになる。  

・煉が臭い、依存する、身体に悪い。  

・体に悪い。印象が悪い。男らしい。ストレ   

スがあまりたまらない。おいしい。R分が   

吸うタバコの稗類にあいちゃくがわく。  

・においがつく。  

・悪髄。  

・吸うとすっきりする。イライラする時。  

・よくない。  

・体に悪い。  

・柵、くさい、肩身が狭い。  

・百害あって一利なし。でもバイトのあとの   

－・服はやめられない。   

表9 家族の喫煙者有無によるタバコのイメー   
ジ（N＝194）  単位＝人  

衣9、衷10からは、片．1閉の家族や友人の喫  

燻者の有難によるタバコのイメージには、大  

きな差はない。喫柵者の家族がいる回答者は、  

いない同芥者より肯定的なイメージを持つ割  

合が高くなる。同様に喫炸者の友人がいる回  

答者も、いない回芥者に比べ肯定的なイメー  

ジを持つ割合が高い。   

このことから、周閃に喫煙者がいることで、  

タバコのイメージは、喫煙者がいない回答者  

に比べイメージが肯定的になる傾向がある。  

③仮説3   

次に喫煙者と非喫炸者もタバコに対するイ  

メージを比較した結果を示す。   

表11タバコに対するイメージ（N＝191）  
観位：人  

冊定的  中立的  否定的  合計（％）   

喫煙者   4（11．4）  1】（31．4）  20（57．1）  34（】00．0）   

非喫煙者   3（l．9）  18（11．5）  135（86．5）  164（100．0）   

合計   7（3．7）  29（15，2）  146（別．2）  Ⅰ91（1【拇．0）  

表11から喫柵者は非喫煙者にくらべ、タバ  

コに対するイメージが肯定的、中立的な回答  

の制令が高い。非喫燻者は、タバコのイメー  

ジを否定的に捉えている回答者が86．5％いた。  

このことから、タバコに対するイメージと喫  

煙行動には、関係があると推測される。喫怖  

者は肯定的にタバコのイメージを捉える傾向  

があり、非喫煙者は、タバコのイメージを否  

定的に据える傾向がある。   

このような喫煙のイメージは、喫煙者と非  

喫燻者では、異なることが判明した。また、  

周開に呪柵者がいることで、阿芥者の持つタ  

バコのイメージが骨定的になることも判明し  

た。同芥者が元来もっているタバコのイメー  

ジに対し、喫柵防」Lビデオが刺激として与え  

られた場合、その時の体調や心の状態等様々  

な条件がれなって喫輔への興味l廷J心が高まる  

と考えられる。このことから、喫柵l肌ヒビデ  

オは、寝た了・を起こす情報になる吋能怖があ   

骨定的  中立的  否定的  合計（％）   

家族にいる   7（6．2）  17（】5．0）  89（78．8）  113（l（Ⅵ．0）   

家族にいない  3（3．7）  12（14．8）  66（椚．5）  aI（】（m．0〉   

合計   】0（5．2）  29（14．9）  155（79，9）  194（1（Ⅶ．0）   

表10 友人の喫煙者の有無によるタバコのイ   

メージ（N＝181）  単位＝人  

肯定的  ll1立的  吾定的  合計（∩り   

友人にいる  10（5．7）  2Gl11．9）  13別79．4）  】T5（1（肌0）   

友人にいない  0（（）．01  211l．おI  15（榊．2）  】71t〔れ．tI）   

でナJl▲   10（5．2）  28‖H．G）  1541月O．2）  川＝1（肌∩）   
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起こす情報に接した時、適切な指導や助言を  

することができれば、子どもたちが被害を被  

らなくて済む可能性が高くなる。どのような  

情報も「寝た子を起こす情報」となりうる可  

能性があるなら、教師は、情報を提供した後  

にも子どもの行動に日を配ることが必要であ  

ろう。  

7．引用・参考文献  

1）政府同和対策審議会「同和対策審議会答  
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8．巻末資料   

調査用紙（縮小版 原版A4サイズ）  

る。  

6．まとめ   

今回の調査では、協力してくれた回芥者が、  

教育、介護福祉、荊譜に関係する専攻の学生  

であり、喫煙の苦に対して知識を十分にもっ  

ていたように思える。非喫煙窄も、全国平均  

よりも高いのも、専攻による影轡だと思われ  

る。   

喫炸防止ビデオは、少なからず、何名かの  

回答者に喫件の興味を思い起こさせた。人権  

問題、性教育など、これまでの「寝た子を起  

こす情報」が様々な論争を起こしている背景  

には、はっきりした数倍的葉づけがないこと  

も、議論を複雑にしていると考えられる。こ  

れらの、小さな数倍を軽視せず見極めて、  

「寝た子を起こす情報」のメカニズムを解明  

することが必要と考える。そして、寝た子を  
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